
「農福連携」
ガイドブック

手を取り合うと ＼未来が広がる！／

これから始める



 「
農
福
連
携
」

　 
―
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
…
…
。
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最近よく耳にする「農福連携」というコトバ。

農業と福祉の分野が手を取り合うことで、 
農家さんにとっては担い手の確保や生産性の向上、 
障がいを抱える方には就労機会や 
収入の確保につながる取り組みです。

ウインウインのすてきな関係だとは思えるものの、 
こんな疑問も湧いてくるような…。

「障がいを抱える方と一緒にどんな農作業ができるの？」 
「お給料はどのくらい払えばいいの？」

コミュニケーション方法や作業効率、人件費など、 
確かに気になることがたくさん。

まだ新しく知られていないことも多いからこそ、 
この冊子では事前準備や心構え、事例インタビューを通し、 
農福連携に前向きに取り組むためのポイントをお伝えします。

最近の社会が進んでいる方向は、誰もが心地良く働ける環境づくり。 
農福連携もその一つだと思います。

この取り組みは障がいを抱える方に新たな活躍の場を届ける一方、 
農家さんも作業工程や環境を見直し、営農改善のきっかけとなることも。 
きっと、お互い「プラスに働く」すてきな未来が待っています。

ホクレンが発行する、これから農福連携を始
めようと思っている生産者に向けたガイド
ブックです。障がいを抱える方や障害福祉
サービス事業所と手を取り合うための心得や、
現場での成功事例などを１冊にまとめました。
ぜひ、ご活用ください。

「農福連携ガイドブック」とは？
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農福連携に取り組むにあたり、事前準備や注意点
などを10歩の「心得」としてまとめました。気持ちの
切り替えや小さな工夫を実践するだけでも、お互
いの働きやすさにつながる例もたくさん！
今回は農福連携の「入口」に最適な障
害福祉サービス事業所への農作業の
委託を前提にお話を進めます。

「農福連携」の心得

10歩
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知っておこう、 
福祉の世界の 

基本の「キ」。

農
福
連
携
の
初
め
の
一
歩
は
、
障

が
い
と
い
う
も
の
を
理
解
す
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。
話

が
苦
手
だ
け
れ
ど
コ
ツ
コ
ツ
と
一
つ
の

作
業
を
す
る
こ
と
が
得
意
だ
っ
た
り
、足

が
不
自
由
で
も
事
務
作
業
が
ス
ピ
ー
デ

ィ
だ
っ
た
り
、
障
が
い
を
抱
え
る
方
に

は
一
人
ひ
と
り
に
特
性
＝
個
性
が
あ
る

の
で
す
。

主
な
障
が
い

ㅦ
身
体
障
が
い

視
覚
障
が
い
、聴
覚
障
が
い
、音
声
・

言
語
障
が
い
、
肢
体
不
自
由
、
内
部
障

が
い
（
内
臓
機
能
な
ど
）
の
５
つ
に
分

類
。
先
天
的
・
後
天
的
に
音
が
聞
こ
え

に
く
か
っ
た
り
、
歩
行
が
難
し
か
っ
た

り
す
る
人
な
ど
を
指
し
ま
す
。

ㅦ
知
的
障
が
い

記
憶
や
知
覚
、
判
断
と
い
っ
た
知
的

機
能
の
発
達
に
遅
れ
が
見
ら
れ
、
社
会

生
活
へ
の
適
応
が
難
し
い
状
態
。
身
の

回
り
の
こ
と
を
行
う
の
に
支
障
が
少
な

い
軽
度
か
ら
、
介
助
が
必
要
な
最
重
度

ま
で
４
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

1第 歩
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ㅦ
精
神
障
が
い

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
る
精
神
疾
患

に
よ
っ
て
日
常
生
活
に
制
約
が
あ
る
状

態
。
統
合
失
調
症
や
う
つ
病
、
躁
う
つ

病
と
い
っ
た
気
分
障
が
い
、神
経
症
、パ

ニ
ッ
ク
障
が
い
、
適
応
障
が
い
な
ど
多

種
多
彩
な
症
状
が
該
当
し
ま
す
。

ㅦ
発
達
障
が
い

先
天
性
の
脳
の
機
能
障
が
い
が
原
因

で
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
、
注
意
欠

陥
・
多
動
性
障
が
い
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）、
吃

音
（
症
）
な
ど
が
幼
少
期
の
う
ち
に
起

こ
り
ま
す
。
個
人
差
が
大
き
い
と
こ
ろ

が
特
徴
で
す
。

※
参
照
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

主
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

就
労
を
希
望
す
る
方
々
が
集
ま
っ
て

い
る
の
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
以
下
「
福
祉
事
業
所
」）。
サ
ー
ビ
ス
や

活
動
内
容
も
多
彩
な
の
で
、
そ
の
種
類

を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

ㅦ
就
労
移
行
支
援
事
業
所

一
般
の
企
業
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

と
見
込
ま
れ
て
い
る
人
に
、
事
業
所
内

で
の
作
業
や
企
業
の
実
習
、
適
性
に
合

っ
た
職
場
探
し
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
利
用
期
間
は
原
則
２
年
間
で
す
。

ㅦ
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所

障
が
い
を
抱
え
る
方
（
そ
の
家
族
）

と
雇
用
契
約
を
結
び
、
働
く
機
会
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
就
労
に
必
要
な
知

識
や
ス
キ
ル
の
訓
練
な
ど
も
サ
ポ
ー
ト
。

利
用
期
間
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ㅦ
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

雇
用
契
約
を
結
ん
で
働
く
こ
と
が
困

難
な
方
に
、
軽
作
業
な
ど
の
就
労
訓
練

を
提
供
す
る
事
業
所
。
工
賃
を
貰
い
な

が
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
く
こ
と
が
で

き
、
利
用
期
間
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ㅦ
就
労
定
着
支
援
事
業
所

一
般
就
労
へ
移
行
し
た
障
が
い
を
抱

え
る
方
が
長
く
働
け
る
よ
う
、
企
業
や

家
族
な
ど
と
連
絡
調
整
し
な
が
ら
、
雇

用
に
伴
う
生
活
の
問
題
に
関
す
る
相
談

や
指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
っ
た
支
援

を
行
い
ま
す
。（
就
労
し
た
障
が
い
を
抱

え
る
方
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
が
中
心
で
す
）

就労継続支援Ａ型事業所で働く障がいを抱
える方は最低賃金以上が保障され、就労継続支援
Ｂ型事業所は仕事ごとに作業の工賃を決めていま
す。農場や農協施設で働いてもらう場合
は「施設外就労」として福祉事業所の
職員が同行します。

ココがポイント！
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「

ホ
ン
ト
は
週
に
５
日
く
ら
い
フ
ル

で
働
い
て
く
れ
る
人
が
い
い
ん

だ
け
ど
…
」。
こ
れ
は
、
農
家
さ
ん
に
限

ら
ず
、
企
業
や
飲
食
店
に
と
っ
て
も
本

音
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
け
ど
、
今
や
ど
ん
な
職
場
も
人
手

不
足
。
早
朝
は
シ
ニ
ア
世
代
、
保
育
園

の
お
迎
え
に
間
に
合
う
時
間
ま
で
は
子

育
て
中
の
主
婦
の
方
、
夕
方
か
ら
は
学

校
帰
り
の
学
生
さ
ん
と
い
う
よ
う
に
、働

く
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
事
情
に
合

わ
せ
て
仕
事
を
回
し
て
い
ま
す
。
目
指

す
の
は
、
障
が
い
を
抱
え
る
方
も
含
め

て
み
ん
な
の
力
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ

る
「
ピ
ー
ス
」
な
職
場
。
そ
う
発
想
を

転
換
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

2第 歩

パズルのように、 
力を組み合わせるのが 
「ピース」な時代。

決めつけや 
思い込みの壁を 

取り払って。
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障
が
い
と
一
口
に
い
っ
て
も
特
性

は
さ
ま
ざ
ま
。
一
つ
の
作
業
に

は
驚
く
ほ
ど
集
中
で
き
る
け
れ
ど
、
複

数
工
程
に
は
注
意
が
散
漫
に
な
っ
て
し

ま
う
な
ど
得
手
不
得
手
が
あ
り
ま
す
。

収
穫
が
苦
手
な
ら
袋
詰
め
、
袋
詰
め

が
上
手
く
い
か
な
い
な
ら
草
む
し
り
…

そ
ん
な
ふ
う
に
一
人
ひ
と
り
の
「
得
意
」

を
発
揮
で
き
る
場
を
見
つ
け
る
こ
と
が

大
切
。「
意
思
疎
通
が
難
し
い
」「
農
作

業
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
決
め

つ
け
や
思
い
込
み
こ
そ
が
、
農
福
連
携

の
障
壁
だ
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

3第 歩

作業をお願いするにあたり、障が
い特性や家族の協力体制を把握する
ことが大切。福祉事業所と事前に情報
共有をしっかりしておきましょう。

ココがポイント！

パズルのように、 
力を組み合わせるのが 
「ピース」な時代。

決めつけや 
思い込みの壁を 

取り払って。
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農
福
連
携
は
こ
こ
最
近
の
新
し
い

取
り
組
み
。
今
、
各
所
で
は
福

祉
事
業
所
と
の
橋
渡
し
や
作
業
委
託
契

約
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
積
極
的
に
乗
り

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
ず
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
福
祉

関
係
部
署
・
農
業
関
係
部
署
と
い
っ
た

行
政
窓
口
に
相
談
す
る
の
が
オ
ス
ス
メ
。

ま
た
、近
く
の
Ｊ
Ａ
、福
祉
事
業
所
、す

で
に
農
福
連
携
を
行
っ
て
い
る
農
家
さ

ん
を
訪
ね
て
み
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

す
。

ㅦ
Ｊ
Ａ

全
国
各
地
の
Ｊ
Ａ
で
も
、
農
福
連
携

に
力
を
入
れ
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
福
祉
事
業
所
と
農
家
さ

ん
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
Ｊ
Ａ

も
あ
り
ま
す
。

ㅦ
行
政

各
市
町
村
の
福
祉
関
係
・
農
業
関
係

の
窓
口
、
お
住
ま
い
の
エ
リ
ア
を
管
轄

す
る
振
興
局
の
社
会
福
祉
課
や
農
務
課
、

地
域
に
よ
っ
て
は
保
健
所
な
ど
の
相
談

先
が
あ
り
ま
す
。

4第 歩

そうだ、周りの人に 
相談してみよう。
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ㅦ
福
祉
事
業
所

地
域
の
就
労
移
行
支
援
事
業
所
や
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
、
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
事
業
所
な
ど
に
農
福
連
携
の

相
談
を
直
接
持
ち
込
ん
で
み
る
の
も
有

効
で
す
。

ㅦ
農
福
連
携
の
実
施
農
家

す
で
に
農
福
連
携
に
取
り
組
ん
で
い

る
農
家
さ
ん
が
周
り
に
い
る
場
合
、
直

接
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
に
伺
う
の
も
リ

ア
ル
な
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

『ナイスハートネット北海道』
社会福祉法人北海道社会福祉協議会が運営する「ナイスハート
ネット北海道」は、北海道の障がい者授産施設・事業所（小規模
事業所）などの製造販売商品だけでなく、外注委託業務（作業）
の情報も掲載するWebサイト。福祉事業所によって、播種や除草、
収穫作業、ダンボール箱の組み立て、野菜の選別など得意分野も
さまざまです。お問い合わせ欄からは外注委託業
務に関する相談もできます。ぜひ、活用してみてく
ださい。
https://nice-heart-net.jp/☞

コチラのサイトもチェック！
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障
が
い
を
抱
え
る
方
に
仕
事
を
覚

え
て
も
ら
う
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

の
が
農
作
業
を
細
分
化
す
る
「
切
り
出

し
」。
農
家
さ
ん
に
と
っ
て
は
一
連
の
流

れ
と
考
え
て
い
る
作
業
で
も
、
複
数
の

手
順
に
分
け
る
こ
と
で
、
障
が
い
特
性

に
合
っ
た
仕
事
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と

も
。
適
材
適
所
の
配
置
を
す
る
こ
と
で

生
産
性
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
切
り
出
し
を
考
え
る
う
ち
に

ふ
だ
ん
の
無
駄
な
作
業
や
危
険
な
場
所

に
気
づ
き
、
仕
事
の
効
率
化
に
役
立
つ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

5第 歩

安全の確保や衛生面の注意点な
ど職場のルールは明示化することも大
切。張り紙やホワイトボードにあらかじ
め注意事項を書き、全員が見える場所
に掲示すると有効です。

ココがポイント！

農作業を 
細かく分解するのが 

ポイントです。
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収穫を判断する色味や仕分けの
大きさ、重さの範囲など、あいまいな基
準は「見える化」するのがオススメ。色
見本や写真、スケールを用意して対比
できるようにしておくと便利です。

ココがポイント！
一
連
の
仕
事
を
分
解
し
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
い
ち
ご
の
収
穫
は
「
摘
み

取
り
」「
ト
レ
イ
に
並
べ
る
」「
ト
レ
イ

の
積
み
重
ね
」
と
３
つ
に
分
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
仕
分
け
に
し
て
も「
選

別
」「
計
量
」「
箱
詰
め
」
の
よ
う
に
、
一

連
の
作
業
を
複
数
の
工
程
に
分
割
。
こ

う
す
る
こ
と
で
障
が
い
を
抱
え
る
方
が

仕
事
を
覚
え
や
す
く
な
り
、
ま
た
多
く

の
人
が
作
業
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

分
解
し
た
仕
事
を
さ
ら
に
細
か
く
。

い
ち
ご
の
「
摘
み
取
り
」
も

―
①

ト
レ
イ
を
一
つ
取
る
②
収
穫
す
る
い
ち

ご
の
色
味
を
判
断
③
い
ち
ご
に
な
る
べ

く
ふ
れ
な
い
よ
う
に
ヘ
タ
を
ひ
ね
る
よ

う
に
摘
む

―
と
、
細
分
化
が
可
能
。

分
解
し
た
仕
事
を
さ
ら
に
細
か
く
分
け

る
こ
と
で
、
障
が
い
を
抱
え
る
方
の
能

力
に
合
わ
せ
て
任
せ
ら
れ
る
こ
と
も
見

え
て
く
る
の
で
す
。

13



6

農
家
さ
ん
が
仕
事
を
お
願
い
す
る

時
は
福
祉
事
業
所
と
委
託
契
約

を
結
ぶ
の
が
一
般
的
で
す
。
委
託
料
は

作
業
の
量
や
内
容
な
ど
か
ら
決
め
ま
す
。

そ
の
計
算
方
法
は
大
き
く
分
け
て
時
給

換
算
と
出
来
高
換
算
の
２
種
類
。
時
給

換
算
は
作
業
内
容
に
関
わ
ら
ず
金
額
が

一
定
な
の
で
、
お
金
や
事
務
処
理
の
管

理
が
ラ
ク
に
な
り
ま
す
。
出
来
高
換
算

は
あ
ら
か
じ
め
各
作
業
の
料
金
を
算
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
作
業
に
見

合
っ
た
委
託
料
を
把
握
し
や
す
い
の
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「袋詰め」をお願いした場合
A時給1,000円のパートさんが1時間に100
袋仕上げる→１袋あたりの金額→B障がいを
抱える方のグループが1日300袋仕上げる→

第 歩

出来高換算の算出例

ㅦ委託料は農家さんが福祉事業所に支払います。換
算方法が時給でも出来高でも、福祉事業所を通じて
障がいを抱える方に給与や工賃が支払われます。
ㅦ就労継続支援Ａ型事業所に委託する場合、最低賃
金以上の委託料を確保する必要があります。

Aパートさんの時給÷仕上がり=単価

B単価×障がいを抱える方のグループの出来高=委託料

単価１０円×３００袋=委託料３,０００円

作業の委託料を 
計算してみよう。

農場を 
整備しておくことは、 
働きやすい環境を 

整えること。

14

7

農
家
さ
ん
は
歩
き
慣
れ
た
畑
で
も
、

障
が
い
を
抱
え
る
方
に
と
っ
て

は
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
や
小

さ
な
沢
も
ケ
ガ
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
万
一
の
ト
ラ
ブ
ル
に
向
け
て

農
場
の
作
業
環
境
を
見
直
し
、
危
険
が

な
い
よ
う
整
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
福
祉
事
業
所
と
委
託
契
約
を

結
ぶ
前
に
は
、
福
祉
事
業
所
が
障
が
い

を
抱
え
る
方
に
対
し
て
の
保
険
に
加
入

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

第 歩

道具を分かりやすく整理整頓
したり、通路を整えて安全な動線
を確保したりすることは、すでに働
いているパートさんなどにとって
も働きやすさにつながります。

ココがポイント！

農場を 
整備しておくことは、 
働きやすい環境を 

整えること。
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

を
理
解
し
て
い
て
も
、
実
際
の

指
示
の
出
し
方
に
は
不
安
を
覚
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
農
家
さ
ん
が
直
接

伝
え
る
ワ
ケ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
福
祉

事
業
所
に
農
作
業
を
委
託
す
る
場
合
、

職
員
が
必
ず
同
行
し
て
障
が
い
を
抱
え

る
方
に
指
示
を
出
し
て
く
れ
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
仕
事
内
容
や
注
意
点
を
職
員

に
丁
寧
に
伝
え
、
障
が
い
を
抱
え
る
方

に
何
を
手
伝
っ
て
も
ら
え
る
か
し
っ
か

り
と
相
談
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

8第 歩

福祉事業所に持ち帰ってできる仕事
もあるため、「箱折り」「ラベル貼り」「箱詰
め作業」などを相談してみるのも一つの
方法です。この他、農場に来てもらって、あ
らかじめ作業を実演し、説明することなど

も大事です。

ココがポイント！

みんなが仲間 
というスタンスで 

信頼関係を。

農作業の指示を 
伝えるのは、 

福祉事業所の 
職員です。

16

あ
る
農
家
さ
ん
が
こ
う
い
い
ま
し

た
。「
ウ
チ
の
障
が
い
を
抱
え
る

方
は
、
作
業
は
ゆ
っ
く
り
だ
け
ど
と
て

も
丁
寧
。
最
初
は
遠
慮
も
あ
っ
た
け
ど
、

今
じ
ゃ
立
派
な
仲
間
な
ん
だ
」

こ
の
よ
う
に
障
が
い
を
抱
え
る
方
も
、

同
行
し
て
く
れ
る
福
祉
事
業
所
の
職
員

も
、「
全
員
が
仲
間
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス

が
大
切
。
一
人
ひ
と
り
の
障
が
い
特
性

を
理
解
し
な
が
ら
絆
を
深
め
て
い
く
と
、

で
き
る
仕
事
が
増
え
て
い
く
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

9第 歩

障がいを抱える方が農作業に携わること
で働く楽しさを味わったり、既存のパートさん
との助け合いや良い雰囲気づくりにつながっ
たり、「相乗効果」を実感しているという声も多
く聞こえてきます。農福連携は周りにも良い影
響を与える取り組みでもあるのです。

ココがポイント！

みんなが仲間 
というスタンスで 

信頼関係を。
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農
福
連
携
は「
人
手
不
足
の
解
消
」

だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
に
大
き

な
プ
ラ
ス
を
運
ん
で
く
れ
る
取
り
組
み

で
す
。
例
え
ば
、
障
が
い
を
抱
え
る
方

が
農
作
業
を
担
っ
て
く
れ
る
分
、
農
家

さ
ん
は
経
営
に
力
を
割
い
て
ビ
ジ
ネ
ス

を
も
っ
と
強
く
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

障
が
い
を
抱
え
る
方
も
農
作
業
に
よ
っ

て
心
が
刺
激
さ
れ
、
自
立
心
が
さ
ら
に

高
ま
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
は
ず
で

す
。さ

ら
に
、
農
福
連
携
に
向
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
誰

も
が
働
き
や
す
い
農
場
へ
と
進
化
す
る

こ
と
で
す
。
そ
ん
な
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の

関
係
で
、
み
ん
な
が
楽
し
く
働
け
る
職

場
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

10第 歩

農業のウインと 
福祉のウインから、 
誰もが働きやすい 

職場へ！

18

農福連携の 

リアルリポート
農福連携に取り組んでいる農家さんやＪＡを訪ね、 

生の声をつぶさに集めました。 
農業と福祉の多彩なウインウインの形や 

働く人が笑顔になるポイントをリポートします。

☜ Interview
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週
に
一
度
の
農
作
業
体
験
か
ら
、 

農
福
連
携
に
可
能
性
を
見
出
し
て
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
筆
頭
に
、
メ
ロ
ン
や
ス
イ
カ
、
オ

ク
ラ
、
馬
鈴
し
ょ
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
「
の
み

や
ま
フ
ァ
ー
ム
」。
現
在
は
12
名
の
パ
ー
ト
さ
ん
が

登
録
し
、日
に
５
〜
６
人
が
出
勤
し
て
い
ま
す
。
加

え
て
農
繁
期
の
７
月
〜
９
月
前
半
に
週
２
〜
３
回
、

１
日
３
時
間
ほ
ど
働
い
て
く
れ
る
の
が
、
岩
見
沢

市
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
「
と
・
わ
ー
く
」

の
障
が
い
を
抱
え
る
方
々
で
す
。
代
表
の
野
見
山

朋
秀
さ
ん
が
、
農
福
連
携
に
可
能
性
を
見
出
し
た

き
っ
か
け
か
ら
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
以
前
、
知
り
合
い
の
福
祉
事
業
所
職
員
に
お
願

い
さ
れ
、
週
に
一
度
だ
け
利
用
者
さ
ん
（
福
祉
事

業
所
を
利
用
す
る
障
が
い
を
抱
え
る
方
）
を
３
名

ほ
ど
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
契
約
を
結

ぶ
わ
け
で
は
な
く
、
委
託
料
も
発
生
し
な
い
課
外

どの仕事の人手が 
足りていないのか、整理して 

「メニュー」をつくるのがオススメです。

代表の野見山朋秀さん。

農福連携の準備に 
大切なこと

三笠市「のみやまファーム」

Interview
❶
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活
動
の
よ
う
な
も
の
。
た
だ
、
約
１
年
ほ
ど
一
緒

に
汗
を
流
す
中
で
、
環
境
の
変
化
や
刺
激
の
少
な

い
仕
事
に
、
驚
く
ほ
ど
ひ
た
む
き
に
取
り
組
ん
で

く
れ
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
」

野
見
山
さ
ん
が
農
福
連
携
に
本
腰
を
入
れ
た
の

は
３
年
ほ
ど
前
。空
知
総
合
振
興
局
が
進
め
る「
障

が
い
者
農
業
就
労
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
岩

見
沢
保
健
所
か
ら
声
が
か
か
り
ま
し
た
。
折
し
も
、

パ
ー
ト
さ
ん
向
け
に
農
作
業
を
分
解
し
、
切
り
分

け
を
考
え
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
。
先
の
課
外
活
動

の
経
験
も
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
、
取
り
組
む
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

作
業
の
効
率
を
考
え
た
上
で
、 

適
材
適
所
に
仕
事
を
振
り
分
け
。

野
見
山
さ
ん
は
岩
見
沢
保
健
所
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
、「
と
・
わ
ー
く
」
と
作
業
委
託
契
約

を
結
び
ま
し
た
。
障
が
い
を
抱
え
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
同
行
す
る
福
祉
事
業
所
職
員
も
当
然
な
が
ら

農
業
の
プ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ビ
ア
な
判
断

が
迫
ら
れ
る
収
穫
な
ど
は
熟
練
の
パ
ー
ト
さ
ん
に

任
せ
、
パ
ッ
ク
詰
め
や
シ
ー
ル
貼
り
の
作
業
を
用

意
す
る
な
ど
仕
事
を
振
り
分
け
ま
し
た
。

「
例
え
ば
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
熟
度
の
進
み
方
を
見

な
が
ら
収
穫
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
赤
い
も

の
を
採
る
と
い
う
指
示
だ
け
で
は
職
員
さ
ん
も
困

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
の
で
、
妻
が
選
り
分
け
た

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
２
０
０
ｇ
ず
つ
パ
ッ
ク
に
入
れ
る

と
い
う
よ
う
な
作
業
の
ほ
う
が
ウ
チ
と
し
て
も
効

率
的
だ
と
考
え
ま
し
た
」

障
が
い
を
抱
え
る
方
の
中
に
は
、「
こ
だ
わ
り

派
」
も
い
る
の
だ
と
か
。
そ
の
た
め
、
オ
ク
ラ
の

袋
詰
め
に
は
10
㎝
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
２
㎝
の
幅
を

持
た
せ
た
ス
ケ
ー
ル
を
用
意
し
、
そ
の
範
囲
内
で

あ
れ
ば
「
詰
め
て
Ｏ
Ｋ
」
と
決
め
て
い
ま
す
。

「
ウ
チ
に
来
て
く
れ
る
利
用
者
さ
ん
は
判
断
の
苦

手
な
方
が
多
い
反
面
、
正
確
性
が
抜
き
ん
出
て
い

ま
す
。
知
り
合
い
の
農
家
さ
ん
に
も
仕
事
を
キ
ッ

チ
リ
こ
な
し
て
く
れ
る
と
オ
ス
ス
メ
し
て
い
ま
す
」

ま
ず
は
福
祉
施
設
の
種
類
や 

得
意
な
こ
と
を
知
る
の
が
入
口
。

「
の
み
や
ま
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、
作
業
の
委
託
料

は
時
給
換
算
を
参
考
に
算
出
。
金
額
は
パ
ー
ト
さ

ん
の
半
分
程
度
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

出
来
高
換
算
と
は
迷
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

「
僕
は
パ
ー
ト
さ
ん
の
ふ
だ
ん
の
工
賃
と
比
較
す

る
わ
け
で
も
な
く
、
パ
ー
ト
さ
ん
の
半
額
だ
か
ら
、

半
分
し
か
で
き
な
く
て
良
い
と
も
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。
多
く
の
仕
事
の
中
に
得
手
不
得
手
が
あ
る
の

は
、
誰
し
も
同
じ
で
す
。
む
し
ろ
、
利
用
者
さ
ん

が
ウ
チ
で
働
い
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
や

パ
ー
ト
さ
ん
は
他
の
仕
事
に
手
を
付
け
ら
れ
る
…

僕
は
そ
の
貴
重
な
時
間
を
買
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
ん
で
す
」

今
は
農
福
連
携
の
３
年
目
。「
と
・
わ
ー
く
」
も

夏
場
に
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
把
握
し
、「
の
み
や
ま

フ
ァ
ー
ム
」
を
収
入
確
保
先
に
見
込
む
一
方
、
毎

年
働
き
に
来
る
「
常
連
の
利
用
者
さ
ん
」
が
事
業

所
職
員
に
仕
事
を
教
え
る
一
幕
も
。
実
に
良
い
関

係
を
築
い
て
い
ま
す
。
最
後
に
農
福
連
携
を
始
め

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
尋
ね
る
と
、
ま
ず
は
福
祉

事
業
所
の
種
類
や
障
が
い
を
抱
え
る
方
の
得
意
な

こ
と
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。

「
何
よ
り
、
ど
ん
な
仕
事
の
人
手
が
足
り
ず
、
ど

れ
く
ら
い
の
頻
度
で
働
い
て
も
ら
え
ば
助
か
る
の

か
対
外
的
に
説
明
で
き
る
準
備
が
必
要
。
僕
ら
が

『
こ
ん
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
』
と
メ
ニ
ュ
ー
を
見
せ

る
こ
と
で
、
福
祉
事
業
所
の
方
も
イ
メ
ー
ジ
が
ふ

く
ら
み
ま
す
。
そ
の
上
で
農
作
業
に
合
う
利
用
者

さ
ん
に
来
て
も
ら
う
と
ス
ム
ー
ズ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」

のみやまファーム
三笠市達布777番地 
http://www.nomifarm.com

オクラの「曲がり」が気になった場合は一度除けてもらい、 
後から袋詰めするかどうかを判断しています。

どの仕事の人手が 
足りていないのか、整理して 

「メニュー」をつくるのがオススメです。
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人
材
を
求
め
東
奔
西
走
、 

よ
う
や
く
出
会
え
た
パ
ー
ト
ナ
ー
。

経
産
牛
と
育
成
牛
を
約
２
３
０
０
頭
飼
養
す
る

「
有
限
会
社
仁
成
フ
ァ
ー
ム
」。
第
２
牧
場
ウ
イ
ン

グ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
統
括
し
、
農
福
連
携
に
踏
み
出

し
た
の
が
常
務
取
締
役
の
佐
藤
昌
芳
さ
ん
で
す
。

「
４
年
ほ
ど
前
、
近
隣
の
牧
場
を
買
い
取
り
、
牛

が
１
５
０
頭
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、

業
務
の
増
加
分
を
補
え
る
だ
け
の
人
手
が
な
く
、求

人
に
も
音
沙
汰
な
し
。
ほ
と
ほ
と
困
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
福
祉
事
業
所
の
職
員
と
知
り
合
い
の
ス
タ

ッ
フ
か
ら
、
障
が
い
を
抱
え
る
方
に
仕
事
を
依
頼

す
る
道
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
」

佐
藤
さ
ん
は
釧
路
市
内
の
福
祉
事
業
所
を
い
く

つ
も
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
仕
事
内
容
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
ず
に
肩
を
落
と
す
日
々
。そ

ん
な
時
、
ふ
と
目
に
し
た
の
が
新
聞
の
「
農
福
連

携
」
と
い
う
コ
ト
バ
。
さ
っ
そ
く
市
役
所
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
福
祉
課
に
つ
な
い
で
も
ら
い

ま
し
た
。

「
福
祉
課
の
職
員
が
コ
チ
ラ
の
栂と
が

野の

豊
さ
ん
と
引

き
合
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
、
搾
乳
舎
の
清
掃

や
育
成
舎
の
作
業
を
お
願
い
し
て
い
る
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
『
音
羽
協
働
セ
ン
タ
ー
』
の
代

表
で
す
」

栂
野
さ
ん
は
「
福
祉
課
の
職
員
と
一
緒
に
牧
場

の
餌
箱
や
パ
イ
プ
の
掃
除
を
見
学
し
、
コ
レ
な
ら

利
用
者
さ
ん
に
も
十
分
に
で
き
る
仕
事
だ
と
感
じ

ま
し
た
」
と
に
こ
や
か
に
言
葉
を
継
ぎ
ま
し
た
。

障がいを抱える方が 
一生懸命働く姿に、 

従業員の士気も高まりました。

酪農家が取り組む農
福連携

釧路市「有限会社 仁成ファーム」Interview
❷

22

１
年
が
か
り
で
築
い
た
、 

福
祉
事
業
所
と
の
信
頼
関
係
。

佐
藤
さ
ん
と
栂
野
さ
ん
は
、
平
成
29
年
５
月
ご

ろ
か
ら
約
１
年
間
か
け
て
委
託
業
務
の
内
容
に
つ

い
て
協
議
。
障
が
い
を
抱
え
る
方
が
最
低
賃
金
以

上
の
収
入
を
確
保
す
る
に
は
ど
の
く
ら
い
の
仕
事

量
が
ベ
ス
ト
な
の
か
、
牛
の
健
康
や
乳
質
を
維
持

で
き
る
体
制
を
ど
う
つ
く
る
べ
き
か
何
度
も
話
し

合
い
ま
し
た
。

「
ウ
チ
の
牧
場
で
は
朝
、
昼
、
夕
方
の
搾
乳
に
伴

い
、
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
を
３
回
に
分
け
て
掃

除
し
て
い
ま
し
た
。『
音
羽
協
働
セ
ン
タ
ー
』
の
利

用
者
さ
ん
に
仕
事
を
お
願
い
す
る
に
あ
た
り
、
朝

と
昼
の
搾
乳
の
間
に
一
気
に
清
掃
し
て
も
ら
う
ス

タ
イ
ル
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
」

当
初
は
事
業
所
の
利
用
時
間
内
（
４
時
間
半
）

で
牛
の
餌
箱
や
ス
テ
ン
レ
ス
柵
、
パ
イ
プ
な
ど
を

掃
除
し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
っ
た
と
か
。
け
れ
ど
、

障
が
い
を
抱
え
る
方
に
と
っ
て
初
め
て
の
作
業
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
す
べ
て
を
清
掃
し
切
れ
な
い

日
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
人
が
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
こ
の
時
代
、
私
た

ち
の
仕
事
に
力
を
貸
し
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も
十

分
に
あ
り
が
た
い
こ
と
。
長
い
時
間
を
か
け
て
信

頼
を
築
き
、
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
も
ら
え
れ

ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
牛
の
病
気

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
大
き
い
餌
箱
だ
け
は
最
低

限
キ
レ
イ
に
し
て
も
ら
う
よ
う
調
整
し
ま
し
た
」

こ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
思
い
か
ら
も
伝
わ
る

通
り
、
佐
藤
さ
ん
と
栂
野
さ
ん
が
１
年
が
か
り
で

結
ん
だ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
強
力
。
委
託
料
金

も
決
し
て
下
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。

障
が
い
特
性
に
合
っ
た 

仕
事
の
広
が
り
も
。

農
福
連
携
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
約
２
年
。
今
で
は

ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
の
清
掃
に
加
え
、
育
成
舎

の
餌
押
し
や
除
糞
、
搾
乳
補
助
な
ど
幅
広
い
仕
事

を
「
音
羽
協
働
セ
ン
タ
ー
」
の
障
が
い
を
抱
え
る

方
が
担
っ
て
い
ま
す
。

「
飽
き
っ
ぽ
い
人
に
は
続
々
と
牛
が
や
っ
て
来
る

搾
乳
の
補
助
を
担
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
栂
野
さ
ん

と
相
談
し
な
が
ら
障
が
い
特
性
に
合
っ
た
仕
事
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
そ
う
、
最
近
は
近
隣
の

支
援
学
校
の
生
徒
が
職
場
体
験
に
来
て
『
音
羽
協

働
セ
ン
タ
ー
』
に
入
所
し
ま
し
た
し
、
昨
年
８
月

に
は
利
用
者
さ
ん
を
ウ
チ
の
従
業
員
と
し
て
迎
え

入
れ
た
ん
で
す
よ
」

佐
藤
さ
ん
の
穏
や
か
な
笑
顔
は
、
人
材
が
確
保

で
き
た
安
堵
以
上
に
得
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
よ

う
に
映
り
ま
す
。
そ
れ
は
一
体
ど
ん
な
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
？

「
障
が
い
を
抱
え
る
方
の
仕
事
ぶ
り
は
、
と
に
か

く
一
生
懸
命
。
ウ
チ
で
働
く
こ
と
自
体
が
社
会
と

の
接
点
だ
と
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
姿
を
日
々
目
の
当
た
り

に
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
、
従
業
員
も
人
に
対

す
る
接
し
方
が
や
さ
し
く
な
っ
た
り
、
自
分
も
負

け
ら
れ
な
い
と
士
気
を
高
め
た
り
、
素
晴
ら
し
い

影
響
が
広
が
っ
て
い
る
ん
で
す
」

農
福
連
携
は
、
有
り
体
に
い
っ
て
し
ま
え
ば
業

務
委
託
の
関
係
。
け
れ
ど
、
最
後
に
佐
藤
さ
ん
が

つ
ぶ
や
い
た
「
ウ
チ
の
牧
場
と
し
て
も
『
音
羽
協

働
セ
ン
タ
ー
』
が
な
く
て
は
仕
事
が
成
り
立
た
な

い
…
そ
ん
な
本
当
の
仲
間
な
ん
で
す
」
と
い
う
一

言
が
実
に
印
象
的
で
し
た
。

有限会社仁成ファーム 
（第2牧場ウイングフィールド）
釧路市新野189番地4 
https://jinseifarm.
wixsite.com/index/

写真左が常務取締役・第２牧場ウイングフィールド場長の佐藤昌芳さん、 
写真右が音羽協働センターの栂野豊さん。
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引
き
こ
も
り
の
若
者
が
、 

居
場
所
を
見
つ
け
た
農
作
業
体
験
。

月
形
町
南
部
、
こ
こ
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ト
ニ

ク
ラ
ス
」
が
運
営
す
る
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業

所
「
サ
ト
ニ
ク
ラ
ス
酵
房
」。
障
が
い
を
抱
え
る
方

や
引
き
こ
も
り
の
若
者
に
、
漬
物
製
造
や
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
箱
折
り
作
業
な
ど
仕
事
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
代
表
は
楠
順
一
さ
ん
。
こ
の
ま
ち
の
米

農
家
に
生
ま
れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
約
12
年
経
験

し
た
後
に
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

「
私
が
農
の
世
界
に
入
っ
た
こ
ろ
、
同
年
代
の
農

家
は
す
で
に
10
年
選
手
。
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
切

磋
琢
磨
す
る
の
も
良
い
で
す
が
、
別
の
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

そ
の
一
つ
が
平
成
20
年
に
近
隣
の
農
家
の
仲
間

と
立
ち
上
げ
た
「
月
形
新
鮮
組
」。
野
菜
の
直
送
販

売
を
手
が
け
、
ス
ー
パ
ー
の
一
角
に
特
設
コ
ー
ナ

ー
が
で
き
る
ほ
ど
好
評
で
し
た
。
あ
る
時
、
楠
さ

ん
は
店
舗
担
当
者
に
冬
で
も
商
品
が
置
け
な
い
か

相
談
を
受
け
、
漬
物
づ
く
り
を
思
い
浮
か
べ
た
そ

う
で
す
。

「
同
じ
こ
ろ
、
札
幌
の
引
き
こ
も
り
の
若
者
を
預

か
り
、
農
作
業
を
体
験
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
に

携
わ
り
ま
し
た
。
都
会
で
は
自
分
の
居
場
所
を
見

つ
け
ら
れ
ず
に
苦
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
が
、
自

然
た
っ
ぷ
り
の
環
境
で
土
に
ふ
れ
る
の
は
性
に
合

っ
て
い
る
…
と
。
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
か
ら
始
め
る

漬
物
づ
く
り
も
手
伝
っ
て
み
な
い
か
と
声
を
か
け

ま
し
た
」

地域に雇用を生み出し、 
人口減少を食い止められる 

モデルを目指します。
農家さんが 

福祉事業所を設立

月形町「NPO法人 サトニクラス」Interview
❸

利用者さんと話をする代表の楠順一さん（右）。
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こ
れ
が
サ
ト
ニ
ク
ラ
ス
の
立
ち
上
げ
に
つ
な
が

る
前
夜
で
し
た
。

地
域
の
衰
退
を
防
ぐ
た
め
に
、 

農
業
と
福
祉
に
よ
る
雇
用
創
出
を
。

サ
ト
ニ
ク
ラ
ス
の
拠
点
は
、
か
つ
て
知
的
障
が

い
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
が
暮
ら
し
た
「
雪
の
聖

母
園
」
の
旧
寮
舎
（
現
在
は
町
内
の
別
の
場
所
に

移
転
）。
設
立
者
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
が
、
有
志
を

募
っ
て
大
半
を
手
づ
く
り
し
た
建
物
で
す
。

「
も
と
も
と
『
雪
の
聖
母
園
』
さ
ん
と
は
地
元
の

行
事
な
ど
で
お
付
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。
園
舎

の
移
転
後
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
の
建
物

を
漬
物
製
造
の
工
房
と
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
、

借
用
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
快
諾
い
た
だ
い
た
ん

で
す
」

楠
さ
ん
は
平
成
24
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上

げ
、
２
年
後
に
は
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
を

設
立
。
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
膨
大
な
事
務
作
業

を
こ
な
し
、
国
の
福
祉
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た

め
の
約
６
０
０
ペ
ー
ジ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
読
み
込

ん
だ
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。
そ
こ
ま
で
努
力
を

重
ね
、
農
業
と
福
祉
の
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
い
た

理
由
は
？

「
月
形
も
他
の
地
方
と
同
様
に
人
口
が
減
り
、
農

家
の
戸
数
も
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。一

方
で
、
福
祉
施
設
に
は
ご
年
配
だ
け
で
な
く
若
い

ス
タ
ッ
フ
の
姿
も
多
く
、
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し

た
。
福
祉
分
野
と
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
を
築
け

ば
、
雇
用
と
マ
チ
の
元
気
も
生
み
出
せ
る
と
考
え

た
ん
で
す
」

障
が
い
を
抱
え
る
方
の
人
生
に
、 

大
き
な
価
値
を 

提
供
で
き
る
の
が
農
業
。

現
在
、
こ
こ
で
働
く
障
が
い
を
抱
え
る
方
は
12

名
。
漬
物
工
房
で
は
数
字
に
強
い
人
は
計
量
、
調

合
が
得
意
な
人
は
味
付
け
と
い
う
よ
う
に
役
割
分

担
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
材
中
、
加
工
責
任
者
の
職

員
が
「
み
ん
な
に
も
、
も
っ
と
多
く
の
仕
事
を
覚

え
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ウ
チ
で
は
み
ん
な
に
最
低
賃
金
以
上
の
時
給
を

保
障
す
る
雇
用
関
係
を
結
び
、
社
会
保
険
関
係
も

整
え
て
い
ま
す
。
漬
物
の
販
売
以
外
に
も
、
Ｊ
Ａ

月
形
町
か
ら
野
菜
出
荷
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
箱
折

り
を
受
託
し
た
り
、
直
売
所
を
運
営
し
た
り
、
冬

は
除
雪
作
業
を
受
託
し
た
り
し
て
、
何
と
か
通
年

雇
用
に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。
が
、
正
直
な
と
こ

ろ
軌
道
に
乗
る
ま
で
に
は
あ
と
一
歩
の
状
態
」

町
内
の
農
家
か
ら
農
作
業
を
受
託
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
が
、
安
定
的
な
仕
事
の
確
保
に
は
至

っ
て
い
な
い
と
か
。
９
時
30
分
〜
15
時
30
分
の
決

ま
っ
た
労
働
時
間
や
支
援
員
の
配
置
が
課
題
に
な

っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
楠
さ
ん
は
生
産
性
に
見

合
っ
た
報
酬
の
あ
る
受
託
先
の
開
拓
や
農
家
へ
の

理
解
促
進
、
付
加
価
値
の
高
い
新
商
品
開
発
な
ど
、

山
積
す
る
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ

れ
で
も
前
を
向
き
続
け
ら
れ
る
の
は
ど
う
し
て
？

「
障
が
い
を
抱
え
る
方
は
時
間
が
か
か
っ
て
も
必

ず
成
長
し
ま
す
。
中
に
は
自
己
評
価
の
低
い
人
も

い
ま
す
が
、
農
家
か
ら
作
業
を
褒
め
ら
れ
る
こ
と

で
、
彼
ら
・
彼
女
ら
の
人
生
を
変
え
る
く
ら
い
の

自
信
に
つ
な
が
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ

ん
な
大
き
な
価
値
を
提
供
で
き
る
の
が
農
業
。
そ

う
信
じ
て
い
る
か
ら
頑
張
れ
る
ん
で
す
」

NPO法人サトニクラス
樺戸郡月形町字知来乙595 
https://satoniclass.com/

漬
物
工
房
で
は
得
意
な
こ
と
に
合
わ
せ
て
役
割
分
担
。

一
般
就
労
を
果
た
し
た
人
も
い
ま
す
。

驚
く
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
折
る
利
用
者
さ
ん
。 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
得
意
だ
と
か
。
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「
農
福
連
携
」と
い
う 

コ
ト
バ
す
ら
な
い 

時
代
に
。

ト
マ
ト
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

ハ
ウ
ス
44
棟
が
ズ
ラ
リ
。
さ

ら
に
、
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
に
ズ

ッ
キ
ー
ニ
に
バ
ジ
ル
に
根
菜

類
…
。「
大
塚
フ
ァ
ー
ム
」
で

は
多
く
の
作
物
を
農
薬
や
化

学
肥
料
に
頼
ら
ず
に
育
て
、約

30
種
が
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を

受
け
て
い
ま
す
。
代
表
の
大
塚

裕
樹
さ
ん
に
お
話
を
聞
く
と
、

農
福
連
携
に
取
り
組
み
始
め

た
の
は
、
そ
の
コ
ト
バ
す
ら
生

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
平
成
７
年
の
こ
と
で
し
た
。

「
新
篠
津
村
に
は
『
北
海
道
新
篠
津
高
等
養
護
学

校
』
が
あ
り
、
先
生
方
も
積
極
的
に
福
祉
の
資
格

を
取
る
な
ど
非
常
に
仕
事
熱
心
。
最
初
は
村
の
教

育
委
員
会
か
ら
実
習
の
受
け
入
れ
を
打
診
さ
れ
、

生
徒
た
ち
に
ハ
ウ
ス
の
掃
除
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
選

別
、
誘
引
ひ
も
の
切
断
な
ど
を
手
伝
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
」

大
塚
さ
ん
は
障
が
い
を
抱
え
る
方
と
一
緒
に
働

く
の
は
難
し
く
な
い
と
実
感
。
近
所
の
福
祉
事
業

所
を
訪
ね
た
り
、
日
本
て
ん
か
ん
協
会
に
農
作
業

を
お
願
い
で
き
る
か
打
診
し
た
り
、
少
し
ず
つ
農

福
連
携
の
可
能
性
を
探
り
ま
し
た
。

「
障
が
い
を
抱
え
る
方
の
中
に
は
、
パ
ッ
ク
詰
め

いろんな人と 
ゆるやかに連携する農業が、 

大切だと思います。

農福連携の先を見る 
フラットな視点

新篠津村「有限会社 大塚ファーム」
Interview

❹
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や
シ
ー
ル
貼
り
が
好
き
だ
と
表
情
を
輝
か
せ
る
人

も
少
な
く
な
い
ん
で
す
。
僕
と
し
て
は
仕
事
を
手

伝
っ
て
も
ら
え
る
上
、
元
気
ま
で
届
け
ら
れ
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
」

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
伴
っ
て
、 

工
賃
を
引
き
上
げ
る
の
も
大
切
。

大
塚
さ
ん
は「
北
海
道
新
篠
津
高
等
養
護
学
校
」

の
実
習
を
毎
年
受
け
入
れ
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

連
携
の
仕
方
を
模
索
。
平
成
23
年
に
は
規
格
外
の

野
菜
を
使
っ
た
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
の
販
売
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

「
福
祉
事
業
所
に
そ
の
ジ
ャ
ー
キ
ー
の
加
工
を
担

っ
て
も
ら
っ
た
り
、
他
で
も
鶏
を
平
飼
い
し
て
い

る
就
労
支
援
施
設
に
エ
サ
と
な
る
野
菜
の
残
渣
を

譲
る
代
わ
り
に
卵
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

今
は
近
隣
の
養
護
学
校
や
い
く
つ
か
の
福
祉
事
業

所
と
手
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
」

現
在
は
、
屋
内
作
業
の
シ
ー
ル
貼
り
や
パ
ッ
ク

詰
め
、
収
穫
デ
ー
タ
の
入
力
に
加
え
、
ハ
ウ
ス
周

辺
の
草
取
り
や
誘
引
ひ
も
の
切
断
と
い
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
を
用
意
。
ハ
ウ
ス
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
同
じ
長
さ
に
切
り
そ
ろ
え
ら
れ
た
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
誘
引
ひ
も
が
印
象
的
で
し
た
。

「
最
初
は
上
手
く
作
業
を
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
徐
々
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
の
が
手

に
取
る
よ
う
に
分
か
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

能
力
が
上
が
っ
た
ら
、
工
賃
を
引
き
上
げ
る
こ
と

も
非
常
に
大
切
。
収
入
確
保
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
張
り
合
い
も
違
っ
て
き
ま
す
か
ら
ね
」

さ
ら
に
畑
を
進
む
と
、
木
製
の
ベ
ン
チ
が
田
園

風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。
聞
け
ば
、「
北
海

道
新
篠
津
高
等
養
護
学
校
」
の
生
徒
が
、
材
料
費

だ
け
で
こ
し
ら
え
て
く
れ
た
も
の
だ
と
か
。

「
ウ
チ
で
行
っ
て
い
る
農
業
体
験
の
参
加
者
が
使

っ
て
く
れ
ま
す
し
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
カ

ッ
プ
ル
を
座
ら
せ
て
物
理
的
な
距
離
を
縮
め
る
こ

と
に
も
大
成
功
（
笑
）」

生
産
と
は
直
接
関
わ
り
が
な
い
と
こ
ろ
で
も
農

福
連
携
が
役
に
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

息
子
た
ち
が
胸
を
張
っ
て 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く
な
る
農
業
へ
。

大
塚
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
る
と
、
大
ら
か
な

人
柄
に
加
え
、
従
来
の
手
法
に
と
ら
わ
れ
ず
に
フ

ラ
ッ
ト
な
視
点
で
農
業
と
向
き
合
っ
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。

「
僕
が
こ
の
世
界
に
入
っ
た
の
は
20
歳
の
こ
ろ
。祖

父
母
、
そ
し
て
両
親
か
ら
受
け
継
い
だ
農
場
で
は

あ
り
ま
す
が
、
自
分
は
次
世
代
が
ト
ラ
イ
し
て
み

た
く
な
る
ス
タ
イ
ル
を
描
き
た
か
っ
た
ん
で
す
」

こ
う
語
る
背
景
に
は
、
３
人
の
息
子
さ
ん
の
存

在
が
あ
る
の
だ
と
か
。
子
ど
も
た
ち
が
胸
を
張
っ

て
「
僕
ら
が
家
業
を
継
ぎ
た
い
」
と
い
っ
て
も
ら

え
る
農
業
を
実
践
す
る
た
め
に
、
時
代
に
合
っ
た

効
率
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ハ
ウ
ス

は
全
棟
自
動
開
閉
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
Ｕ
Ｖ

カ
ッ
ト
の
ビ
ニ
ー
ル
で
病
害
虫
の
被
害
を
軽
減
。納

屋
に
は
大
根
を
半
自
動
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
す
る
機
械

も
導
入
す
る
な
ど
、
省
力
化
の
工
夫
が
あ
ち
こ
ち

北海道新篠津高等養護学校の生徒が手がけて
くれたベンチ。「従業員も作業の合間に座るなど、
かなり活躍しています」と大塚さん。

鶏を平飼いする就労支援施設の職員とともにパチリ。中央が代表の大塚裕樹さん。 
右の男性が持っているのは、卵と交換している野菜の残渣。
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に
見
ら
れ
ま
す
。

「
若
い
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
農
業
に
映
ら
な
け

れ
ば
、
息
子
た
ち
に
継
い
で
も
ら
う
こ
と
も
、
ま

し
て
や
新
た
な
人
手
を
集
め
る
こ
と
も
難
し
い
と

思
っ
て
。
僕
に
と
っ
て
は
効
率
化
で
き
る
と
こ
ろ

を
効
率
化
し
、
仕
事
を
少
し
で
も
ラ
ク
に
進
め
る

こ
と
が
時
代
に
見
合
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
」

パ
ー
ト
さ
ん
、シ
ニ
ア
、外
国
人
… 

み
ん
な
で
役
割
分
担
を
。

大
塚
さ
ん
の
「
農
の
未
来
を
担
う
人
が
挑
戦
し

た
く
な
る
よ
う
に
効
率
化
を
進
め
る
」
と
い
う
考

え
方
は
人
材
面
で
も
同
じ
で
す
。
一
人
で
は
農
業

が
で
き
な
い
、
一
人
が
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て

い
る
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、「
み
ん
な
」
で
仕
事
を

進
め
る
こ
と
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
て
い
ま
す
。

「
人
手
が
足
り
な
く
な
っ
て
い
る
こ
の
時
代
、
ゆ

る
や
か
な
連
携
が
大
切
。
土
日
だ
け
で
も
来
て
く

れ
る
パ
ー
ト
さ
ん
、
体
力
を
使
わ
な
い
シ
ー
ル
貼

り
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
シ
ニ
ア
、
ウ
チ
で
は
タ
イ

の
大
学
生
も
働
い
て
い
ま
す
。
障
が
い
を
抱
え
る

方
と
手
を
取
り
合
う
の
も
、
人
材
活
用
の
選
択
肢

の
一
つ
と
考
え
る
と
ス
ム
ー
ズ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
と
に
か
く
、
み
ん
な
で
役
割
分
担
を
す
る

ほ
う
が
仕
事
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
か
つ
ラ
ク
に
進
め
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
」

そ
の
代
わ
り
、
仕
事
に
楽
し
み
を
提
供
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
大
塚
さ
ん
の
持
論
。規

格
外
の
野
菜
を
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
眺

め
の
良
い
テ
ラ
ス
や
水
洗
ト
イ
レ
を
整
え
た
り
、カ

レ
ー
や
シ
チ
ュ
ー
と
い
っ
た
給
食
を
用
意
す
る
な

ど
、随
所
に
小
さ
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
な

る
ほ
ど
、
大
塚
フ
ァ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
が
伸
び
伸

び
と
働
い
て
い
る
よ
う
に
映
る
の
は
、
大
塚
さ
ん

の
す
て
き
な
心
意
気
に
ふ
れ
ら
れ
る
か
ら
な
の
で

す
ね
。

有限会社大塚ファーム
石狩郡新篠津村第36線南42番地 
http://otsukafarm.com/

収穫した野菜の袋詰めもコンベアを使って省力化。 
大きな設備投資ではあるものの、働きやすさには代えられないといいます。

大塚ファームでは1日の作業を細かく決めて 
事務所に貼り出しています。 
写真を使ったユニークな組織図には、 
障害福祉サービス事業所の職員の顔も。
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富
士
山
の
裾
野
に
広
が
る 

三
島
馬
鈴
し
ょ
の
名
産
地
。

今
や
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
農
福
連
携
の

取
り
組
み
。
中
で
も
自
治
体
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
や

農
作
業
体
験
の
実
施
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
で
注

目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
静
岡
県
の
東
部
に
位
置

す
る
Ｊ
Ａ
三
島
函
南
。
温
暖
な
気
候
風
土
に
抱
か

れ
た
管
内
で
は
、
名
産
の
三
島
馬
鈴
し
ょ
や
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
、
ス
イ
カ
、
い
ち
ご
な
ど
多
種
多
様
な

農
産
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
お
話
を
伺

っ
た
の
は
指
導
開
発
課
の
日
吉
課
長
で
す
。

「
私
ど
も
が
農
福
連
携
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
の
は
平
成
30
年
の
５
月
。
し
か
し
、
そ
の
７

年
ほ
ど
前
か
ら
、
管
内
の
生
産
者
が
独
自
に
福
祉

施
設
と
関
係
を
構
築
し
、
農
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
し
て
い
た
ん
で
す
」

こ
の
生
産
者
の
お
名
前
は
前
島
さ
ん
。
増
え
る

一
方
の
作
業
と
人
手
不
足
と
い
う
悩
み
を
抱
え
て

お
話
を
お
伺
い
し
た
、 

経
済
部 

指
導
開
発
課 

課
長 

日
吉 

誠
さ
ん

協議会方式を導入し、 
協力しあって進めています。

農福農業塾の模様。 
福祉事業所の職員だけでなく利用者さんが参加するケースも。

自治体も参加し 

農福農業塾などを開催

静岡県三島市「ＪＡ三島函かん
南
なみ
」Interview

❺
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い
た
際
に
、
知
り
合
っ
た
の
が
福
祉
事

業
所（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
）

の
職
員
だ
っ
た
と
か
。

「
野
外
作
業
を
経
験
し
て
い
る
利
用
者

さ
ん
も
い
た
の
で
、
お
手
伝
い
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
初
は
圃
場
の
片
付
け
と
い

う
シ
ン
プ
ル
な
作
業
で
し
た
が
、
利
用

者
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
経
験
を
見
据

え
な
が
ら
、
次
は
種
生
姜
の
収
穫
、
新

た
に
ミ
ニ
白
菜
や
ロ
メ
イ
ン
レ
タ
ス
の

定
植
…
と
い
う
風
に
で
き
る
こ
と
を
増

や
し
て
い
っ
た
ん
で
す
（
前
島
さ
ん
）」

こ
う
し
た
動
向
に
注
目
し
た
の
が
Ｊ
Ａ
三
島
函

南
。
さ
っ
そ
く
管
内
の
複
数
の
生
産
者
に
呼
び
か

け
、
試
験
的
に
馬
鈴
し
ょ
の
収
穫
作
業
を
福
祉
事

業
所
に
依
頼
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
が
な
か
な
か
の
好
評
。
利
用
者
さ
ん
の
丁

寧
な
作
業
や
懸
命
な
働
き
ぶ
り
に
驚
く
生
産
者
さ

ん
も
い
ま
し
た
ね
」

こ
こ
か
ら
Ｊ
Ａ
三
島
函
南
の
農
福
連
携
の
取
り

組
み
が
正
式
に
始
動
。
平
成
30
年
の
協
議
会
方
式

の
採
用
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

農
福
農
業
塾
の
開
催
を
は
じ
め 

独
自
の
支
援
策
を
展
開
。

管
内
の
農
福
連
携
を
運
営
し
て
い
る
の
は
、
三

島
函
南
農
福
連
携
支
援
連
絡
協
議
会
（
以
下
協
議

会
）。
事
務
局
を
務
め
る
Ｊ
Ａ
の
ほ
か
生
産
者
や
福

祉
事
業
所
、
さ
ら
に
三
島
市
の
障
が
い
福
祉
課
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
Ｊ
Ａ
の
農

福
連
携
の
取
り
組
み
に
行
政
が
参
加
す
る
の
は
全

国
的
に
も
珍
し
い
そ
う
。

「
市
内
に
点
在
す
る
福
祉
事
業
所
と
連
携
し
て
い

る
の
が
障
が
い
福
祉
課
。
協
議
会
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
事
業
所
へ
の
農
福
連
携
の
呼
び
か

け
や
作
業
の
依
頼
な
ど
が
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
運

べ
る
ん
で
す
」

ち
な
み
に
農
作
業
の
依
頼
は
〈
生
産
者
の
作
業

依
頼
書
→
協
議
会
→
事
業
所
の
作
業
申
込
書
〉
と

い
う
フ
ロ
ー
を
経
て
進
め
ら
れ
る
と
か
。
協
議
会

が
仲
介
す
る
た
め
各
事
業
所
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
依

三島馬鈴しょと種生姜の、手作業での収
穫風景。施設利用者の方々による丁寧
な仕事ぶりが好評だそう。

農
福
連
携
の
先
駆
者
前
島
さ
ん（
右
）。 

「
作
業
内
容
か
ら
賃
金
ま
で
、事
業
所
担
当
者
と
何
度
も 

話
し
合
い
を
重
ね
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
き
ま
し
た
」

30

頼
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
一
方
賃
金
は
協
議
会
が
『
Ａ
型
事
業
所
の
最
低

賃
金
は
８
９
０
円
』『
Ｂ
型
事
業
所
は
最
低
賃
金
の

１
／
３
』
と
い
っ
た
設
定
を
目
安
に
、
毎
月
の
作

業
時
間
を
集
計
。Ｊ
Ａ
が
精
算
事
務
を
代
行
し
、生

産
者
か
ら
事
業
所
へ
と
直
接
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
」

と
日
吉
課
長
。
ち
な
み
に
雇
用
賃
金
は
Ｊ
Ａ
と
市

が
40
％
ほ
ど
負
担
し
て
い
る
と
か
。
こ
う
し
た
支

援
策
も
農
福
連
携
の
広
が
り
に
一
役
買
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

ま
た
協
議
会
で
は
「
農
業
経
験
が
な
い
の
で
指

導
で
き
な
い
」
と
い
う
事
業
所
側
の
声
に
対
応
す

る
た
め
に
「
農
福
農
業
塾
」
を
開
講
。
市
か
ら
委

託
を
受
け
た
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
が
講
師
と
な
っ

て
農
作
業
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

「
昨
年
は
市
の
体
験
農
園
で
、
土
づ
く
り
や
畝
立

て
、
収
穫
方
法
な
ど
１
回
約
３
時
間
の
講
習
を
計

７
回
ほ
ど
開
催
し
ま
し
た
。
当
初
は
見
よ
う
見
ま

ね
だ
っ
た
事
業
所
の
職
員
さ
ん
も
回
を
重
ね
る
ご

と
に
作
業
や
利
用
者
さ
ん
に
対
す
る
指
導
方
法
が

上
手
に
な
っ
て
い
き
ま
す
ね
」

作
業
を
的
確
に
分
業
化
し 

年
を
通
じ
て
雇
用
を
確
保
。

障
が
い
を
抱
え
る
方
々
に
は
ど
の
よ
う
な
作
業

を
お
願
い
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
例
え
ば
、
三
島
馬
鈴
し
ょ
の
収
穫
で
す
ね
。
実

は
管
内
の
馬
鈴
し
ょ
畑
は
傾
斜
地
に
加
え
、
小
規

模
な
畑
が
多
い
た
め
ト
ラ
ク
タ
ー
の
利
用
が
難
し

い
。
一
方
、
市
場
か
ら
は
傷
が
少
な
く
商
品
ロ
ス

が
少
な
い
管
内
の
馬
鈴
し
ょ
の
評
価
は
高
い
た
め
、

お
の
ず
と
収
穫
も
手
作
業
が
中
心
に
な
り
ま
す
。こ

う
い
う
場
面
に
利
用
者
さ
ん
が
大
活
躍
し
て
く
れ

る
ん
で
す
」

そ
の
ほ
か
玉
ね
ぎ
や
生
姜
の
収
穫
、
雑
草
取
り
、

圃
場
の
片
付
け
さ
ら
に
出
荷
用
の
い
ち
ご
の
箱
折

り
な
ど
仕
事
量
は
豊
富
。
北
海
道
と
異
な
り
ほ
と

ん
ど
積
雪
を
み
な
い
た
め
、
１
年
を
通
じ
て
仕
事

を
発
注
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

「
昨
年
は
求
人
を
希
望
し
た
農
家
が
11
戸
で
、
年

間
延
べ
４
４
２
名
の
利
用
者
さ
ん
が
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
的
な
農
福
連
携
は
Ａ
型
事
業
所
に
依

頼
が
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、
当
方

は
作
業
全
体
の
78
％
を
Ｂ
型
事
業
所
に
依
頼
し
て

い
ま
す
。
仕
事
を
分
業
化
し
働
き
や
す
さ
を
向
上

さ
せ
た
成
果
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
今
年

は
求
人
農
家
も
16
戸
へ
と
拡
大
、
作
業
の
依
頼
も

さ
ら
に
増
え
そ
う
で
す
ね
」
と
日
吉
課
長
も
胸
を

張
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
農
福
連
携
の
成
果
は
こ
う

し
た
数
字
面
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
生
産
者
か
ら
は
障
が
い
を
抱
え
る
方
と
パ
ー
ト

さ
ん
と
の
間
に
相
互
扶
助
の
思
い
が
芽
生
え
た
と

い
う
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
ね
。
一
方
事
業
所
の

職
員
か
ら
は
利
用
者
さ
ん
が
病
院
に
行
く
回
数
が

減
っ
た
、
肥
満
解
消
に
役
立
っ
た
、
会
話
が
増
え

た
な
ど
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。
い
つ
も
塞
い
で

い
た
方
が
初
め
て
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
り
、
一

人
行
動
が
多
か
っ
た
方
が
作
業
の
遅
い
利
用
者
さ

ん
を
手
助
け
す
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、
心
打
た

れ
る
場
面
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
も
多
い
そ

う
で
す
」

さ
ら
に
生
産
者
と
事
業
所
の
連
携
が
深
ま
る
こ

と
で
、
ジ
ャ
ム
や
ソ
ー
ス
な
ど
の
新
た
な
加
工
品

づ
く
り
や
事
業
所
が
主
体
と
な
っ
た
農
園
の
運
営

な
ど
、
夢
は
さ
ら
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
と
は
い
っ
て
も
農
業
現
場
は
ま
だ
ま
だ
人
手
不

足
。
障
が
い
者
就
労
を
導
入
し
て
い
る
の
も
組
合

員
全
体
の
１
％
に
も
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も

現
状
に
満
足
せ
ず
、
市
や
事
業
所
と
の
連
携
を
さ

ら
に
深
め
な
が
ら
、
農
福
連
携
の
取
り
組
み
を
拡

大
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

ＪＡ三島函南
静岡県三島市谷田141-1 
http://mkja-shizuoka.jp/

「
野
外
で
の
作
業
は
利
用
者
さ
ん
を 

元
気
に
し
て
く
れ
る
ん
で
す
」と
語
る
、 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
じ
の
か
け
橋
の 

鈴
木
副
理
事
長
。
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障
が
い
の
イ
メ
ー
ジ
が 

く
つ
が
え
っ
た 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

小
清
水
町
役
場
や
小
清
水

町
社
会
福
祉
協
議
会
、オ
ホ
ー

ツ
ク
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
網
走
養

護
学
校
と
と
も
に
、
農
福
連
携

を
力
強
く
推
し
進
め
て
い
る

「
Ｊ
Ａ
こ
し
み
ず
」。
担
当
の
渡

部
徳
智
さ
ん
と
千
葉
伸
吾
さ
ん

は
、
取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト
地

点
か
ら
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
小
清
水
町
は
人
口
も
農
家
戸
数
も
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
労
働
力
不
足
は
マ
チ
の
課
題
。
私
た
ち

は
解
決
方
法
を
探
り
続
け
て
い
ま
し
た
」

そ
の
ア
ン
テ
ナ
に
引
っ
か
か
っ
た
の
が
農
福
連

携
。
当
時
、
小
清
水
町
に
は
障
が
い
を
抱
え
る
方

が
利
用
で
き
る
施
設
が
な
く
、
身
近
に
ふ
れ
合
う

機
会
が
な
か
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。「
障
が
い

と
い
え
ば
体
が
不
自
由
な
方
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
農
作
業
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
」
と
渡
部
さ
ん
。
と

こ
ろ
が
、
平
成
26
年
、
北
海
道
が
主
催
す
る
農
福

連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
イ
メ

ー
ジ
が
く
つ
が
え
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
身
体
障
が
い
だ
け
で
な
く
、

精
神
障
が
い
や
知
的
障
が
い
な
ど
、
体
力
面
に
不

農福連携は、 
マチに人を呼び、農の担い手を 

増やすカギになります。

農作業の 
切り出しのお手本！
小清水町「ＪＡこしみず」

Interview
❻

32

安
の
な
い
特
性
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
障

が
い
を
抱
え
る
方
が
農
作
業
に
汗
を
流
す
事
例
の

発
表
か
ら
も
、
小
清
水
町
で
取
り
入
れ
ら
れ
そ
う

だ
と
い
う
希
望
が
見
え
て
き
た
ん
で
す
」

小
清
水
町
役
場
に
と
っ
て
も
人
口
減
少
を
食
い

止
め
る
対
策
や
雇
用
の
場
づ
く
り
は
重
点
課
題
。

「
Ｊ
Ａ
こ
し
み
ず
」
と
保
健
福
祉
課
が
タ
ッ
グ
を
組

み
、
農
福
連
携
の
可
能
性
を
模
索
し
始
め
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
ア
ス
パ
ラ
の
下
を 

「
3
回
ト
ン
ト
ン
」！

Ｊ
Ａ
こ
し
み
ず
が
、
農
福
連
携
の
実
施
に
向
け

た
農
作
業
実
習
に
乗
り
出
し
た
の
は
平
成
27
年
。

町
内
に
は
障
が
い
を
抱
え
る
方
に
向
け
た
福
祉
事

業
所
が
な
か
っ
た
た
め
、
網
走
市
の
「
就
労
移
行

支
援
事
業
所
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
ヨ
ピ
ト
」
に
協
力
を

あ
お
ぎ
ま
し
た
。

「
私
た
ち
に
は
農
福
連
携
の
ト
ラ
イ
ア
ル
に
な
る

一
方
、『
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
ヨ
ピ
ト
』
に
と
っ
て
も
そ

れ
ま
で
未
経
験
だ
っ
た
農
作
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
機
会
。
お
互
い
に
意
義
を
感
じ
ら
れ
、
話
が

ス
ム
ー
ズ
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
た
だ
、
網
走
か

ら
ク
ル
マ
で
１
時
間
弱
の
距
離
や
往
復
の
交
通
費

を
考
え
る
と
、
業
務
委
託
ま
で
結
ぶ
の
は
難
し
い

と
い
う
の
が
共
通
の
認
識
で
し
た
」
と
千
葉
さ
ん
。

実
習
で
は
ア
ス
パ
ラ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
収
穫
、

玉
ね
ぎ
の
収
穫
補
助
、
馬
鈴
し
ょ
の
後
拾
い
な
ど
、

季
節
に
合
わ
せ
て
多
彩
な
農
作
業
に
協
力
し
て
も

ら
っ
た
そ
う
で
す
。
た
だ
し
「
Ｊ
Ａ
こ
し
み
ず
」

も
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
ヨ
ピ
ト
」
も
、
受
け
入
れ
農

家
さ
ん
に
と
っ
て
も
す
べ
て
が
初
め
て
の
経
験
。マ

ニ
ュ
ア
ル
や
前
例
が
な
い
中
で
手
探
り
の
試
行
錯

誤
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ａ
の
選
果
場
で
初
め
て
行
っ
た
作
業
が
ア
ス

パ
ラ
の
テ
ー
プ
結
束
。
障
が
い
を
抱
え
る
方
に
は

１
５
０
ｇ
ぐ
ら
い
ず
つ
ア
ス
パ
ラ
を
束
ね
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
に
入
れ
る
よ
う
に
伝
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
『
ぐ
ら
い
』
が
混
乱
の
種
。
中
に
は
１

５
０
ｇ
ピ
ッ
タ
リ
に
こ
だ
わ
る
方
も
い
て
、
作
業

が
進
ま
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
た
め
、
は
か
り

の
１
５
０
ｇ
〜
１
６
０
ｇ
の
部
分
を
赤
く
塗
り
、こ

の
範
囲
で
あ
れ
ば
結
束
し
て
良
い
と
い
う
目
印
を

付
け
ま
し
た
」

そ
う
語
っ
た
渡
部
さ
ん
は
、「
ア
ス
パ
ラ
の
テ
ー

プ
結
束
の
際
に
茎
の
下
を
そ
ろ
え
る
作
業
も
、『
下

の
部
分
を
机
に
３
回
ト
ン
ト
ン
と
し
て
く
だ
さ
い
』

と
い
う
と
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。
逆
に
い
え
ば
、
こ

れ
ま
で
農
業
の
世
界
は
何
と
ザ
ッ
ク
リ
し
た
指
示

が
飛
び
交
っ
て
い
た
ん
だ
っ
て
…
」
と
苦
笑
し
ま

す
。作

業
の
切
り
出
し
や
明
確
化
は
、 

メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
。

渡
部
さ
ん
は
、
実
習
を
通
じ
て
具
体
的
な
指
示

や
道
具
の
工
夫
が
必
要
な
こ
と
を
痛
感
。
農
場
の

作
業
で
も
、受
け
入
れ
農
家
さ
ん
は
つ
い
つ
い「
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
緑
の
部
分
が
こ
れ
く
ら
い
の
も
の

を
採
っ
て
」
と
手
で
ス
ケ
ー
ル
を
表
し
て
い
た
と

振
り
返
り
ま
す
。

「
障
が
い
を
抱
え
る
方
が
迷
っ
て
い
た
様
子
な
の

アスパラを結束する際、 
適正な重さの範囲に 
赤い目印を付けたはかり。☞

アスパラの茎を机に3回「ト
ントン」してそろえるという
指示を伝えました。

33



で
、
直
径
11
㎝
く
ら
い

の
針
金
の
輪
に
リ
ー
ル

を
付
け
て
ベ
ル
ト
に
つ

な
げ
る
道
具
を
自
作
し

ま
し
た
。
こ
の
輪
よ
り

も
大
き
な
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
を
収
穫
し
て
く
だ
さ

い
と
伝
え
る
と
、
ス
ム

ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
。
人
に
よ

っ
て
細
か
い
作
業
が
好

き
だ
っ
た
り
、
機
械
を
使
っ
た
仕
事
が
得
意
だ
っ

た
り
、
向
き
不
向
き
が
あ
る
こ
と
も
実
感
し
ま
し

た
」千

葉
さ
ん
が
こ
う
続
け
ま
す
。

「
例
え
ば
、農
家
さ
ん
は
か
ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
時
、規

格
外
の
も
の
を
除
け
る
こ
と
も
含
め
て
一
連
の
作

業
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
で
も
、
障
が
い
を

抱
え
る
方
に
一
度
す
べ
て
採
っ
て
集
め
て
も
ら
い
、

農
家
さ
ん
が
後
か
ら
判
別
す
る
だ
け
で
も
労
力
が

グ
ッ
と
少
な
く
な
る
ん
で
す
。
仕
事
の
切
り
分
け

や
細
分
化
が
い
か
に
大
事
か
も
身
を
持
っ
て
知
り

ま
し
た
」

こ
う
し
た
農
作
業
の
切
り
出
し
や
基
準
の
明
確

化
は
、
農
福
連
携
に
限
ら
ず
と
も
新
し
く
社
員
や

パ
ー
ト
さ
ん
を
雇
う
時
に
有
効
。
仕
事
を
分
か
り

や
す
く
す
る
こ
と
は
、
指
導
す
る
人
に
と
っ
て
も
、

覚
え
る
人
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
す
。

Ｊ
Ａ
、行
政
、社
会
福
祉
協
議
会
… 

思
い
を
一
つ
に
マ
チ
の
活
気
を
。

平
成
27
年
11
月
に
は
、
農
福
連
携
を
含
む
農
業

担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ま
ち
に
人
を
呼
び

込
み
、
農
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
施
策
）
が
「
小

清
水
町
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
中

核
に
。
翌
年
は
Ｊ
Ａ
こ
し
み
ず
と
小
清
水
町
役
場
、

小
清
水
町
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
手
を
携
え
た

福
祉
部
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平

成
29
年
に
は
北
海
道
網
走
養
護
学
校
の
生
徒
と
と

も
に
「
農
福
連
携
実
習
」
を
行
う
他
、
農
家
さ
ん

や
町
民
に
向
け
た
「
農
福
連
携
セ
ミ
ナ
ー
」
も
開

催
。
ま
さ
に
マ
チ
が
一
つ
に
な
っ
て
農
福
連
携
に

ギ
ア
を
入
れ
た
の
で
す
。

「
小
清
水
町
で
は
小
売
店
も
減
り
、
高
校
も
閉
校

す
る
な
ど
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
障
が
い

を
抱
え
る
方
に
し
て
も
、
町
内
に
福
祉
事
業
所
が

な
い
の
で
近
隣
の
養
護
学
校
に
進
学
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
地
元
に
戻
っ
て

く
る
こ
と
も
難
し
か
っ
た

の
が
実
情
。
行
政
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
…
立

場
に
関
わ
ら
ず
マ
チ
を
活

気
づ
け
た
い
と
い
う
思
い

は
一
緒
な
ん
で
す
」
と
千

葉
さ
ん
は
言
葉
に
力
を
込

め
ま
す
。

小
清
水
町
社
会
福
祉

協
議
会
は
一
連
の
農
作
業

向
か
っ
て
右
の
道
具
が 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
収
穫
の
判
断
に
使
っ
た
リ
ー
ル
付
き
の
輪
。 

左
は
ア
ス
パ
ラ
収
穫
の
際
に
目
印
を
付
け
た
鎌
。 

道
具
に
工
夫
す
る
の
も 

農
福
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
有
効
。
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実
習
の
結
果
か
ら
、
農
業
は
福
祉
の
世
界
に
と
っ

て
仕
事
の
宝
庫
だ
と
実
感
し
た
の
だ
と
か
。
そ
の

証
と
ば
か
り
に
、
令
和
元
年
に
は
協
議
会
事
務
所

内
に
待
望
の
「
障
が
い
者
等
の
支
援
事
業
所
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
取
材
時
点
で
は
試
験
的
な
運
営

が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
。
障
が
い
を
抱
え
る
方
だ
け

で
な
く
、
引
き
こ
も
り
や
生
活
困
窮
者
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
輝
け
る
「
小
清
水
ス
タ
イ
ル
」
の

農
福
連
携
に
向
け
て
前
進
し
て
い
ま
し
た
。

「
農
家
さ
ん
と
接
点
が
多
い
の
は
私
た
ち
Ｊ
Ａ
。

人
手
が
足
り
な
い
農
場
で
作
業
内
容
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
橋
渡
し
す
る
フ
ロ
ン

ト
役
に
な
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
農
業
に
関

わ
る
人
を
一
人
で
も
増
や
し
、
今
ま
で
は
町
外
に

出
る
し
か
な
か
っ
た
障
が
い
を
抱
え
る
方
が
地
元

に
残
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
つ
く
る
…
私
た
ち
も
福

祉
業
界
と
出
会
っ
た
こ
と
で
、
農
業
が
秘
め
る
新

し
い
力
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」

ＪＡこしみず
斜里郡小清水町南町1丁目3番2号 
http://www.okhotsk.or.jp/ja-koshimizu

障がいを抱える方が実習で取り組ん
だ人参の選別風景。人参の水洗い
や腐ったものを除去する一次選別を
手伝ってもらいました。

小清水町の農業担い手プロジェクトが行った平成29年
度「農福連携セミナー」のチラシ。ＪＡこしみずは、これ
までの農福連携実習について報告し、その可能性を伝
えました。

障がいを抱える方と福祉事業所職員、農家とで安全性を考えながら、 
ハーベスタ上でじゃがいもの選別をしました。
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施設外就労として農場に来てもらう場合、 
全員で何名くらいですか？

作業日程や作業時間はどう決めるの？

農福連携 
キホン編

農福連携をスタートさせる上で、 
気になることや小さなギモンを、Q&A形式でピックアップしてみました。 

心得10歩やインタビュー記事とともにご活用ください。

福祉事業所の運営・利用時間は基本的に平日の日中時間帯なので、農作業の
依頼もそれに準じることになります。一般的には福祉事業所から作業場所まで
の移動時間なども考慮しながら、午前10時〜午後4時までのコアタイムが作業
時間の中心となるケースが多いようです。また、福祉事業所によっては土・日曜
日や祝祭日も運営していることもある他、運営規程により運営・利用時間外の
施設外就労も可能です。ただし、障がいを抱える方のプラスになるかを福祉事
業所と十分に話し合いましょう。

職員配置の最低基準は、就労継続支援A型事業所・就労継続支援B型事業所
の場合は利用者（障がいを抱える方）10人に対して職員1人（福祉事業所によっ
ては利用者7.5人に対して福祉事業所職員1人）という決まりがあります。施設
外就労も同様の職員配置が基準ですが、一般的には障がいを抱える方と福祉
事業所職員を合わせて4〜5人のグループが多いようです。

の
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障がいを抱える方の全国の状況や 
工賃（賃金）の平均を教えてください。

作業中の事故やケガには、 
どのように対応したら良いのでしょうか？

障がいを抱える方が作業をする上での 
工夫はありますか？

「だいたい」「これくらい」などのあいまいな指示ではなく、「◯◯個」
「◯◯回」のように量や回数で示したり、道具に目安となる印
を付けるなど、具体的・視覚的に工夫すると理解しやすいようです。
また、休憩所や簡易トイレの設置、休憩の際の飲み物・おやつの準
備なども、気持ちの良い職場環境につながります。

福祉事業所の職員が障がいを抱える方に事故やケガのないよう注意を払って
作業をサポートし、万が一の場合も対応してくれます。施設外就労の作業委託
では、保険の加入も福祉事業所が行いますが、しっかりと確認しておきましょう。
一方で、農家さんも作業スペースの整頓や危険な場所への進入防止を整えるな
ど、安全対策に取り組んでおきましょう。労働安全に配慮して農産物の生産工
程を見直すことは、「GAPをする」ことにもつながります。

全国の障がいを抱える方の総数は約964万人（平成30年現在）です。そのうち、
就労移行支援事業所は約3万3000人、就労継続支援A型事業所は約6万9000
人、就労継続支援B型事業所は約24万人が福祉サービスを利用しています。平
均工賃（賃金）は就労継続支援 A 型事業所が月額74,085円、就労継続支援 B
型事業所が月額15,603円（平成29年現
在）です。右の金額はあくまで全業種を含
めた参考値。一人ひとりの就労実態や出
来高に応じて適正な工賃（賃金）を福祉事
業所の職員と話し合いましょう。

「恵庭市農福連携成功
事例集（作業工程マニュア

ル）」には、農作業の切り出しや
分解の仕方、各作業の工賃（賃
金）なども分かりやすくまとめ
られています。あわせて参考

にしてください。

平成29年度平均工賃（賃金）

施設種別 平均工賃（賃金） 施設数 
（箇所）

平成28年度（参考）
月額 時間額 月額 時間額

就労継続支援
Ｂ型事業所

15,603円 
（102.0％）

205円 
（103.0％） 11,225 15,295円 199円

就労継続支援
Ａ型事業所

74,085円 
（104.8％）

818円 
（102.9％） 3,546 70,720円 795円

出典）厚生労働省ホームページ　※この工賃は食品製造や木工、クリーニ
ング業など多岐にわたる自主・受託事業を含みます。

コチラもチェック！

※（）内は対前年比
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障がいを抱える方の雇用に関する相談窓口は下記が一般的です。ぜひ、お
問い合わせなどにご活用ください。

ㅦハローワークㅦ

障がいを抱える方を対象にした求人の申し込みを受け付けているほか、事業主に雇用管理上
の配慮などについてのアドバイスを実施。必要に応じて専門機関の紹介や各種助成金の案
内を行っています。管轄するハローワークについては厚生労働省のホームページをご覧ください。 
https://www.mhlw.go.jp/kyujin/hwmap.html☞

ㅦ地域障害者職業センターㅦ

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構が運営し、北海道では札幌と旭川の２カ所
に設置されています。障がいを抱える方に対して企業就職に関する相談を行うほか、

事業主に対してはハローワーク等と連携しながら、新規の雇い入れ
や採用後の職場定着など雇用管理に関する相談を行っています。
詳しくは北海道障害者職業センター（札幌・旭川）ホームペー
ジをご覧下さい。
☜ http://www.jeed.or.jp/location/chiiki/hokkaido/

障がいを抱える方を直接雇用したい時は、 
どこに相談すべきですか？

直接雇用 
ギモン編

農福連携の業務委託を経験し、 
障がいを抱える方を直接雇用したいと思った時に役立つ、 

相談窓口や助成制度などのQ&Aをまとめました。

の

厚生労働省 
ホームページ

 
北海道障害者職業

センター（札幌・旭川） 
ホームページ

コチラもチェック！

コチラもチェック！
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特定求職者雇用開発助成金
（特定就職困難者コース、発達障害者・難治性疾患患者雇用開発コース）

主に下記の支援制度や助成制度が活用できます。また、市町村といった行政が
独自のサポートを行う地域もあります。

障がいを抱える方を、ハローワーク等の紹介により、継続して雇用する労働者として雇い入れた事業
主に対して助成されます。※受給要件や支給申請期間などの詳細については、お問い合わせください。

〈問い合わせ先〉管轄するハローワーク・北海道労働局

ㅦトライアル雇用助成金（障害者トライアルコース、障害者短時間トライアルコース）ㅦ

障がいを抱える方を、ハローワーク等の紹介により、一定期間試行雇用を行う事業主に対して助成さ
れます。※受給要件や支給申請期間などの詳細については、お問い合わせください。

〈問い合わせ先〉管轄するハローワーク・北海道労働局

ㅦ農山漁村振興交付金（農福連携対策）ㅦ

障がいを抱える方の就労・雇用を目的とした農園（休憩所などを含む）や加工・販売施設等の整備、作
業手順のマニュアル作成などにかかる経費の一部を支援する交付金です。

〈問い合わせ先〉農林水産省農村振興局 都市農村交流課

ㅦ障害者雇用納付金制度に基づく各種助成金ㅦ

障がいを抱える方が働きやすい職場環境の整備などを行った事業主に対し、その費用の一部を助成
する各種助成金があります。代表的なものは「障害者作業施設設置等助成金」。車いす使用者の動線
を考慮した通常より広い作業所などを設置した場合、助成金（障がいを抱える方一人につき上限450
万円等）が支給されます。※そのほかにも各種助成金があります。助成を受けるには一定の要件を満
たす必要があります。

〈問い合わせ先〉 独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 北海道支部 高齢・障害者業務課

労働者には最低賃金以上を支払うことが法律（労働基準法）で義務付けられて
います。障がいを抱える方に支払う賃金についても最低賃金を確保した上で、
農家さんは営農状況によって人件費にいくら支出できるのか考え、また障がい
を抱える方の就労状況にも合わせて適切な金額を決めることが大切です。また

「障害者の雇用の促進等に関する法律」では、事業主の障がいを抱える方に対
する差別の禁止と合理的配慮の提供義務が規定されています。詳しくは厚生労
働省のホームページに掲載していますので、「障害者雇用促進法 障害者差別禁
止」等で検索ください。

障がいを抱える方を雇用するにあたり、 
支援制度はありますか？

直接雇用の場合、 
賃金の基準や配慮すべき法律はありますか？
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